
効 果

■1 pTに迫る高分解能を持つフラックスゲートに
本技術を適用し、スイッチング波形を全く含ま
ないほぼ純粋に磁界入力に比例した出力が得ら
れることを検証。

高周波成分除去装置

～同期サンプリングによるセンサ出力の平滑化～

技術分野

微弱な低周波信号を変調する際に用いられる変調
のためのキャリアが復調後に高周波成分として信号
情報に残存する場合に、このキャリアの高周波成分
である周期的なリップルやサージ電圧成分を簡易な
構成で、広帯域に亘って確実に除去するものである。
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技術概要

■出力波形に現れる周期的なリップルやサージ電
圧の悪影響を排除するために、アナログ波形で
ある出力を復調のためのスイッチング周期に同
期し、かつ適度の位相調整後にサンプリングし、

ディジタルで出力を得る。
■入力信号の周波数に対して２倍より高い周波数
で、且つキャリアの周波数に対して整数倍又は
整数分の一倍の周波数からなるサンプリング周
波数で同期検波後の信号をサンプリングするサ
ンプリング手段を備え、サンプリング手段から
出力される複数のサンプリング値に基づいて低
周波信号に重畳された高周波成分を除去する。

期待される産業上の利用分野

・変調を用いるセンサ全般
（地中埋設物探査センサなど）

背景・従来技術

低周波ないし直流の信号を検出するために多くのセン
サは信号を一旦キャリア周波数で振幅変調し、増幅後復
調して元の周波数帯へ戻して出力を得る方法が用いられ
ている。復調はアナログスイッチ等で行うことが一般的
であるが、最終的な出力にスイッチに伴う周期的なリッ
プルやサージ電圧が不可避的に含まれ、これをアナログ
フィルタで除去するのは極めて困難である。

ローパスフィルタを用いた信号処理装置は、復調後
の平滑フィルタが十分でない場合、特に回路集積度が
高くなり、若しくは回路基板自体を小さくすることに
より配線間にクロストークが生じて変調信号である
キャリアが出力信号である低周波信号に重畳された場
合に、このキャリアとその高周波からなる高周波成分
を除去できなかった。

高周波成分除去装置のブロック回路構成図

フラックスゲート磁界センサの出力波形例

上記波形の同期サンプリング後

同期サンプリング

変調波の一周期内で周期の1/2だけずれ
た2点で同期サンプルし、対をなすサンプル
点の時刻とサンプル値の平均値（加算平
均）を新たなサンプル点とサンプル値とする。
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